
　

令
和
３
年
５
月
10
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

地
理
的
に
鳩
山
町
は
比
企

南
丘
陵
に
あ
り
、
盆
地
的
な

形
状
を
し
て
い
る
た
め
、
気

温
が
急
上
昇
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
地
質
は
、
粘
土
質

の
土
壌
が
多
く
、
水
稲
、
野

菜
や
畜
産
、
花
卉
な
ど
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
は
、
粘
土
質
土
壌
を

活
か
せ
れ
ば
、
食
味
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
本

町
で
は
「
麦
や
大
豆
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

調
査
事
項

「
防
災
工
事
等
の
特
措
法
」
が
制
定

た
め
池
の
整
備
に
つ
い
て
県
と
調
整

　

地
権
者
に
丁
寧
な
説
明
を

動
き
は
迅
速
に　

総
務
産
業
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

た
め
池
と
農
業
振
興
に
つ

い
て

　

野
菜
や
米
な
ど
の
農
作
物

は
、
土
と
水
が
な
け
れ
ば
育

て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
け
る
水
の
調
達

は
、
河
川
流
域
面
積
が
少
な

く
、
降
雨
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
、
特
に
水
稲
栽

培
に
関
し
て
は
、
毎
年
の
気

象
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。�

　

た
め
池
は
、
農
業
用
水
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
生
物
の

生
息
・
生
育
の
場
所
の
保
全
、

地
域
の
憩
い
の
場
提
供
な
ど

の
多
面
的
機
能
や
、
雨
水
を

一
時
的
に
た
め
る
洪
水
調
整

や
土
砂
流
出
の
防
止
な
ど
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。
町
内
に

は
、
小
さ
い
も
の
も
含
め
る

と
約
70
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、「
防
災
工
事
等

の
特
措
法
」
が
制
定
さ
れ
、

県
は
10
年
間
で
整
備
す
る
計

画
を
立
て
ま
し
た
。
町
は
こ

の
調
査
結
果
に
よ
り
、
現
在
、

た
め
池
の
整
備
に
つ
い
て
県

と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
３
月
議
会

で
議
決
し
た
、
た
め
池
工
事

費
６
０
０
０
万
円
の
場
所
に

つ
い
て
、
な
ど
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
５
月
６
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
の
、
新
沼
窯

跡
の
第
１
次
調
査
か
ら
始
ま

り
、
石
田
遺
跡
の
調
査
、
出

土
遺
物
の
整
理
、
調
査
報
告

書
の
作
成
等
、
出
土
遺
物
の

検
討
会
等
を
行
い
、
現
在
、

総
括
報
告
書
の
刊
行
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
文
部
科

学
省
へ
の
意
見
具
申
の
前
に

地
権
者
へ
の
説
明
、
同
意
が

必
要
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

「
地
権
者
全
員
を
集
め
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
地
権
者

ご
と
に
説
明
す
る
な
ど
、
実

施
の
方
法
に
も
工
夫
を
し
な

が
ら
進
め
た
い
」
等
の
説
明

調
査
事
項

福
祉
文
教
委
員
会

南
比
企
窯
跡
群
国
指
定
史

跡
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー
開
発
の
際
の

大
規
模
窯
跡
群
調
査

令和３年度までに調査するため池一覧

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
称
の
読
み
方
が
、

「
み
な
み
ひ
き
か
ま
あ
と
ぐ

ん
」
と
変
更
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

次
に
、
出
土
資
料
の
検
討

に
よ
り
、
２
つ
の
成
果
が
得

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

１
つ
目
が
、「
新
沼
窯
跡

で
焼
か
れ
た
瓦
が
、
武
蔵
国

分
寺
の
ど
の
建
物
に
供
給
さ

れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

国
分
寺
の
造
営
以
前
に
広
域

の
瓦
生
産
を
受
注
す
る
仕
組

み
が
あ
っ
た
」、
２
つ
目
は
、

「
南
比
企
窯
跡
群
で
は
、
関

東
地
方
に
須
恵
器
を
供
給
す

る
だ
け
で
な
く
、
須
恵
器
の

つ
く
り
方
を
教
え
て
い
た
」

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

 

委
員
の
質
疑
か
ら

　

地
権
者
は
、
町
内
28
人
を

含
め
45
人
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
地

域
振
興
、
各
種
補
助
が
得
ら

れ
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
個
人
の
住
宅
を
建

て
る
と
き
に
制
約
を
受
け
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
権
者
へ
の

説
明
説
得
に
は
教
育
委
員
会

だ
け
で
な
く
、
産
業
環
境
課
、

政
策
財
政
課
等
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

迅
速
に
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
「
他
市
町
村

と
の
連
携
」
や
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
と
の
協
議
・
協
力
を
得

て
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
た

め
に
、
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
等
、
様
々
な
観
点
か

ら
、
質
疑
・
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

整理

番号 ため池名称 所 在 地
1 赤貫沼 須江字赤貫801-1
2 赤沼大沼 赤沼字石田1433
3 天沼 泉井字天沼563-1
4 石場沼 熊井字石場1285
5 板谷沼 大橋字板谷113
6 海道端沼 奥田字後谷587
7 金谷沼 小用字金谷514
8 ごとろく沼 須江字鳥木266
9 小用大沼 小用字大入900-1
10 小用新沼 小用字大峰山1041-3
11 笹山沼 高野倉字笹山396
12 須江大沼 須江字北ヶ谷683-1
13 須江宮ノ沢沼 須江字枡井戸415
14 高野倉新沼 高野倉字新沼300-5
15 鳴井沼 大橋字鳴井882
16 東山沼 熊井字東山1088
17 比砂田沼 奥田字比砂田328
18 二ツ沼 熊井字大久保谷359、360
19 弁天沼 竹本字下宮ノ入1073
20 大豆戸大沼 大豆戸字中丸990
21 大豆戸新沼 大豆戸字沼間1417
22 宮ノ沢沼 奥田字宮ノ前468
23 宮前沼 泉井字宮前403
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